
1

開催日：2016年5月17日（火）

・2016年3月期決算
・第９次中期経営計画（Challenge 1500）

説明会資料

開催日：2016年5月17日（火）

2016年5月17日にアナリスト・機関投資家の方々を対象とした
「2016年3月期決算・第9次中期経営計画 説明会」を開催いたしました。
決算概要、業績予想、第9次中期経営計画（Challenge 1500）などを説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。





本資料取扱い上の注意点本資料取扱い上の注意点

この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想見通しの記述が含まれています。に関する予想見通しの記述が含まれています。

これらの記述は、現時点における情報に基づき判断したこれらの記述は、現時点における情報に基づき判断した
ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
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ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる
可能性がありますことをご承知おき下さい。可能性がありますことをご承知おき下さい。



20162016年年33月期月期 決算概要決算概要

20172017年年33月期月期 業績予想業績予想
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第第99次中期経営計画次中期経営計画(Challenge 1500)(Challenge 1500)についてについて



20162016年年33月期月期 決算概要決算概要

20172017年年33月期月期 業績予想業績予想
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第第99次中期経営計画次中期経営計画(Challenge 1500)(Challenge 1500)についてについて



連結決算の概要について

（単位：百万円）

前期 当期 増減額 対前年同期
増減率

売上高 111,276 105,748 △5,528 △5.0％

営業利益 3,471 2,444 △1,027 △29.6％

・前年同期比で減収減益
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経常利益 3,761 2,645 △1,116 △29.7％
当期純利益
（※） 2,466 1,690 △776 △31.5％

1株当たり
当期純利益 171.83円 117.76円 △54.07円 △31.5％

【連結決算の概要について】
半導体・液晶業界、アミューズメント向けの売上高が減少しました。また、電
機・電子・機械の複合ビジネスに“エンジニアリング力”をプラスし、次期中期
経営計画（Challenge 1500）も見据えて積極的な先行投資を展開したことに
伴い販売費及び一般管理費が増加したことにより減益となりました。
（※）親会社株主に帰属する当期純利益
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（単位：百万円）
■売上高推移表■売上高構成比率

部門別の概要【電機部門】

18.0％

■売上高
2016年3月期 19,069百万円（前期比 15.8%減）
2015年3月期 22,660百万円（前期比 18.5%減）
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売上高構成比率 25.2％ 24.4％ 20.4％ 18.0％ 19％
■point
・半導体製造装置向けの電機品の販売が増加
・産業機械業界向けのサーボモータの販売及び太陽光発電システム向けの制御機器の販売が減少
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（単位：百万円）■売上高推移表■売上高構成比率

部門別の概要【電子部門】
■売上高

2016年3月期 77,593百万円（前期比13.6%減）
2015年3月期 80,473百万円（前期比15.6%増）
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■point
・自動車関連業界向け及び産業機械業界向けの電子部品の販売が増加
・アミューズメント向けの電子部品の販売が減少
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■売上高
2016年3月期 9,084百万円（前期比11.6％増）
2015年3月期 8,141百万円（前期比16.7％増）

（単位：百万円）■売上高推移表■売上高構成比率
8.6％

部門別の概要【機械部門】
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・住宅設備業界向けの実装機の販売、自動車業界向けの生産設備の販売が増加
・液晶搬送設備向けの設備機器の販売が減少

売上高構成比率 8.4％ 6.9％ 7.3％ 8.6％ 10％
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セグメントの概要
■売上高（注1）

（単位：百万円）

■売上高構成比率（16/3月期）（注2）
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（注1）セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高
（注2）外部顧客に対する売上高
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■売上高構成比率（注2）

■売上高 ■営業利益
2016年3月期 79,995百万円（前期比 2.1%減） 1,580百万円（前期比 25.8％減）
2015年3月期 81,749百万円（前期比 5.5%増） 2,128百万円（前期比 1.1％減）

（単位：百万円）■売上高・営業利益推移表（注１）
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■point
・半導体製造装置向けの電機品の販売、住宅設備業界向けの実装機の販売が増加
・自動車関連業界向け及び産業機械業界向けの電子部品の販売が増加
・産業機械業界向けのサーボモータの販売、太陽光発電システム向けの制御機器の販売、
アミューズメント向けの電子部品の販売及び液晶搬送設備向けの設備機器の販売が減少
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（注1）セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高
（注2）外部顧客に対する売上高

売上高構成比率 72.７％ 71.4％ 68.5% 69.7％ 71%

17/3月期
（予想）



セグメントの概要【アジア】

25.9％

（単位：百万円）

■売上高 ■営業利益
2016年3月期 30,097百万円（前期比28.8%減） 1,853百万円（前期比32.3％減）
2015年3月期 33,014百万円（前期比23.4%増） 1,260百万円（前期比23.5％増）

■売上高構成比率（注2）
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■point
・産業機械業界向けの電子部品の販売が増加
・アミューズメント向けの電子部品の販売が減少
・中国経済減速の影響を受けて、産業機械業界向けの電機品の販売及び電子部品の販売が減少
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売上高構成比率 22.2％ 24.5％ 27.3%        25.9%       24%

17/3月期
（予想）



セグメントの概要【欧米】

3.3%
■売上高構成比率（注２）

■売上高 ■営業利益
2016年3月期 3,685百万円（前期比7.4%増） 82百万円（前期比296.6％減）
2015年3月期 3,431百万円（前期比7.5%増） 87百万円（前期比225.3％増）

（単位：百万円）
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■point
・自動車業界向けの生産設備の販売が増加
・インバータ向けの電子部品の販売が減少

17/3月期
（予想）

■(16/3月期)(17/3月期)が減益の主な要因
・積極的な投資を行った結果、販管費が増加
主な内訳（人員増、販売拡大に伴う倉庫拡張、メキシコに現地法人開設、

ロサンゼルスに事務所を設立）

売上高構成比率 3.1％ 2.6％ 2.8%      3.3%          4%
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売上高比率

海外売上高構成 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期（予想）

12% 3%

64%

21%

欧州
北米その他の

アジア

中 国



受注高・受注残高の推移（連結）

（単位：百万円）
■受注高 ■受注残高

前期 当期 増減額 対前期増減率

受注高 112,624 104,678 △7,946 △7.1%
受注残高 17,656 16,587 △1,069 △6.1%

112,624
（単位：百万円）
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（単位：百万円）
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2016年3月期 （個別）業界別売上高・主要仕入先

得意先
（業界）

対前年同期増減（矢印） 及び シェア（％）

2014/3 2015/3 2016/3

ＦＡ・産業機器 26.4% 26.7% 29.7%

半導体・液晶 9.5% 9.5% 8.3%

自動車 7.3% 7.4% 8.2%

アミューズメント 5.9% 7.7% 6.6%

仕入先

㈱安川電機

オムロン㈱

リコーインダストリアル
ソリューションズ㈱

ミネベア㈱

TDKラムダ㈱
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アミューズメント 5.9% 7.7% 6.6%

情報・通信 4.4% 4.6% 3.5%

社会インフラ 2.6% 2.1% 2.8%

環境・エネルギー 5.0% 2.6% 2.6%

ロボット・
マウンター 2.2% 2.6% 2.3%

工作機械 1.7% 1.9% 2.2%

医療機器 1.5% 1.4% 1.8%

セキュリティ 0.2% 0.2% 0.2%

TDKラムダ㈱

JABIL CIRCUIT LTD.

フエニックス・コンタクト㈱

ケル㈱

スタンレー電気㈱

オムロン直方㈱

その他の仕入先で約60％
（約1,900社）



連結キャッシュ・フロー

（単位：百万円）

当期 主な要因

営業ＣＦ △60
減少要因：仕入債務の減少

法人税等の支払
増加要因：税金等調整前当期純利益

・現金及び現金同等物は前会計年度末と比べ1,225百万円減少し、
当会計年度末は5,875百万円となりました。
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増加要因：税金等調整前当期純利益

投資ＣＦ △384 減少要因：投資その他の資産の取得
有形固定資産の取得

財務ＣＦ △654 減少要因：配当金の支払

現金及び現金同等物
期末残高 5,875



（連結）貸借対照表比較表

（単位：百万円）

前期 当期 増減額 主な要因

資産合計 58,748 55,439 △3,309
現金及び預金、受取手
形及び売掛金、投資有
価証券の減少
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負債合計 36,797 33,176 △3,621 支払手形及び買掛金の減少

純資産合計 21,951 22,263 311 利益剰余金の増加



配当金の推移

期 中間 期末 年間
配当性向

連結

１3/３月期 １０円 １０円 ２０円 16.8％

１4/３月期 １０円 １２円 ２２円 13.5％
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１5/３月期 １２円 １４円 ２６円 15.1％

１6/３月期 １４円 １４円 ２８円 23.8％

１7/３月期 １４円
（予想）

１４円
(予想)

２８円
(予想) 22.3％

※当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展
状況により増配や株式分割などを実施して行くことを基本方針としています。
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第第99次中期経営計画次中期経営計画(Challenge 1500)(Challenge 1500)についてについて



2017年3月期 業績予想について（連結）
（単位：百万円）

2016年3月期
実績

2017年3月期 業績予想 対前期(通期)
増減率上期 下期 通期

売 上 高 105,748 55,000 59,500 114,500 8.3％

営業利益 2,444 1,050 1,450 2,500 2.3％

21

【2017年3月期の見通し】
自動車業界向けの売上高は増加、ＦＡ・産業機器業界向けの売上高は減少の見通しです。
また、海外現地法人の売上高につきましては、積極的な事業拡大を行っており増加を見
込んでおります。しかしながら、採用による人件費の増加など、海外事業拡大の為の投
資に伴い販管費が増加の見通しの為、利益は微増の予想となっております。

2,444 1,050 1,450 2,500

経常利益 2,645 1,150 1,550 2,700 2.1％

当期純利益
（※） 1,690 800 1,000 1,800 6.5％

（※）親会社株主に帰属する当期純利益

（業績予想の前提となる為替レートは、１米ドル＝110円 １ユーロ＝124円 1中国元＝16.9円）
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第第99次中期経営計画次中期経営計画(Challenge 1500)(Challenge 1500)についてについて
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第８次中期経営計画（JUMP1200）総括

【連結売上高】 【連結経常利益】
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第８次中期経営計画（JUMP1200）
１年目 2014年3月期 目標達成
２年目 2015年3月期 （売上高）目標達成 （経常利益）目標未達成
３年目 2016年3月期 目標未達成

重点施策に掲げる新エネルギー等環境事業の分野やロボット等
省力化の分野などの成長市場への注力やサンワグローバルネット
ワークを活用した積極的な海外事業展開により海外売上高が増加し、
特にサンワテクノスタイランドのエンジニアリングビジネスは
増加傾向で推移し業績をけん引しました。
しかしながら、中国経済減速の影響を受けて半導体関連業界、
産業機械業界は厳しい受注環境が続き、また、第９次中期経営計画
（Challenge 1500）も見据えて積極的な先行投資を展開いたしまし
たが、当初見込んでいた市場の伸長に対して力強さを欠く展開となり、
第８次中期経営計画（JUMP1200）の目標は未達成となりました。

（参考）



（JUMP1200）重点施策
◆電機・電子・機械の複合ビジネスとエンジニアリング力を最大限発揮できる組織の構築
・本社移転に伴う事業所統合による電機・電子・機械の総合力の発揮及び業務効率化

・エンジニアリング力を発揮できる組織運営を行うためにサンワテスコムの
エンジニアリング力を吸収し、当社のヒト・モノ・カネを活用して提案から
設置までワンストップソリューションを展開

◆新興国を始め、海外事業を更に拡大する
・海外事業所の開設
ベトナム駐在員事務所 2013年8月 （1年目）
インドネシア現地法人 2014年10月 (2年目）
フィリピン現地法人 2015年9月 （3年目）

第８次中期経営計画（JUMP1200）総括

◆グローバルロジスティック機能の拡充強化
・香港物流センター開設 2013年10月

◆サンワテクノスグループの管理体制整備
・サンワグローバル販売管理システムの
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フィリピン現地法人 2015年9月 （3年目）
メキシコ現地法人 2015年9月 （3年目）
ロサンゼルス事務所 2016年1月 （3年目）

◆成長市場の開拓を積極的に進め、新規事業の確立を目指す
・成長市場をターゲットにした商談

2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期

分野 実績 実績 実績
新エネルギー 約 ４５億円 約 ７８億円 約 ４５億円
省力化 約 １７億円 約 ３０億円 約 ６６億円
介護・医療 約 ３億円 約 １１億円 約 １４億円
社会インフラ 約 １億円 約 ８億円 約 １０億円

合計 約 ６６億円 約 １２７億円 約 １３５億円

・サンワグローバル販売管理システムの
構築プロジェクト立上

◆社是を基本とした人材教育体系を確立
・研修制度の充実
（管理職研修、3年目一人立ち研修、
マンツーマンリーダー研修）

・海外トレーニー制度導入
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30
（経営目標の前提となる為替レートは、１米ドル＝117円 １ユーロ＝128円 1中国元＝17.8円）
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2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期
以降

分野 実績（売上済） 実績（売上済） 商談中

新エネルギー 約 ７８億円 約 ４５億円 約 ５８億円

省力化 約 ３０億円 約 ６６億円 約１１３億円

介護・医療 約 １１億円 約 １４億円 約 ９億円

社会インフラ 約 ８億円 約 １０億円 約 １６億円

成長市場をターゲットにした商談
（新第７次中計から取り組んでいる商談管理の現時点の状況）
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商談事例

社会インフラ 約 ８億円 約 １０億円 約 １６億円

合計 約 １２７億円 約 １３５億円 約 １９６億円

・自動車エンジンブロック加工ライン向け制御盤
・スーパーマーケット向け冷蔵ショーケースのＬＥＤ照明化
・半導体工場向けチラー装置
・プラスティック成型機取出用ロボット
・化学繊維企業向け高速計数機
・工場内自動化用マウンタライン
・太陽光パネル設備向けロボット



以上のように、高い成長性・収益性・安定性を
求めて、経営に努力してまいりますので、今後も
一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。
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